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中篤
ただいまから、赤痢先生を間む箆談会を開催させていただき
ます。先生に特に承りたいことは一一一つございまして、
つは教養部の創設
止を含め した間制から新制への移行ということ。第ニは赤堀先生自身
には吹
が、非常にご苦労 さいました蛋由貿研究所の針設。します。出移転の問題とこの一一一つの柱でございますので、よろしくお願いいた
教養部の創設と新制への移行
<14 
中馬
の先生方は教養部の創設、あるいは旧制から新制への
移行に関して、赤堀先生にお聞きになりたいことを整理しておられるゃに承りましたので、その辺からお話を始めて ただきたいと思います
水
野
赤掘先生は教養部長としてご在怪いただいたのは、昭和ニ十
四年九月から二十五年十
月まで、
一一カ月ほどですけれども、理
学部長をなさっていた当時から、新制大阪大学的中〈施準備委員会の委員長という形で、
いろいろ新制大学の都想なり、大阪高等学校・浪速高
等学校を合併・吸収するという出題なりに当閉しておられるので、われわれ教養部の教官としては、
できればその辺のことを先生から直接
伺え ばということでございます。新館大学をつくるということと教養部をつくるということはイコ!ルではなかったと思うのです。新制大学ができるという運び 中で諜
しての
般教誌と、組織としての教養部:::
赤堀
教員組織ですね。
水
野
はい。これは当然切り離して検討されたと思うのです。新制
大学というものが、成り立ちからいって、
いわゆる一般教義というも
のにかたりの主点が肢かれたというのは、そ 前後の経緯からわかりますが、
の設践ということについては、学内でも随分問題があ
ったやに記銀が残っております。その点について、先生ご自'身のえなり、
φめるいは当時のいきさつなり、伺いたいと思います。
赤堀
何しろ、敗戦の結果、大学の学制改革を強行仕ざるを得ない。
マヅカ
i
サ
i命令なのですね。批判の余地はないわけなのですよ。泣
く泣くやったというような、苦しい改革だったものですから、本当にひどい自に遭 たわけですけれども。それに、私はこれは大変な仕事なのですから、新制に変えるのにどうしても暇がかかるから、大学の授業開始を七月か九月かに延したらといったのですが。水
野
戦時中は、九月というときもございました。
赤堀
ああいうふうに、ちょうどいいから、そうすれば十分検討で
きるから、少し余裕安置いたらどうかという提案をしたことがあるのです。文部省の新制大学設 準備委員会委員長会議でね。と ろ それが、どうしても文部省か
GHQ
かが承認しなかったものですから、
非常に急いだわけです。それから、教養部というものをつくれということを、日以初から進航一一……阿ったわけではないと思うのですが、今、その辺の、ところは、私
もよくわからないのですが、大学は四年 にすること、それ部は特に六年という、その基本方針は早くわかったのですけれども、そこに教義一課続 ものを伺パーセントか入れなければならないという基本方針は、これは人間教育 重要な課程なのですから、一反論する余地はない問題ですけ ども、 養部とい ものをつくるというとが、本当 あまりいい方法で なかったと、ぼくはムつでも思ってるのですがね。教義課程というものをつくって、四年の(医学 六 )開に、全体に何割かの教務課程を課する。そ う体制 本当だと思
南高等学校とも話がありましたね。
ったのですけれども、そのうちに、大阪高等学校と浪速高等学校を合併して、大阪大学に一
にすると
いう話、が持ちあがりまして、
JTI • 
.Jiミ
的にはニつの高等学校を合併する
I語、
だけになったのですが、最初は神
A ~、:炎
一戸高大が
になるとか、
14~ 
等法林も鳥取高等法林も波 に以内相こまりノ二、L一司、dH7ddJTL7
〈カ
いろんな話が
ありまして、あちこちで話し合いをしました。
水
野
では、当時の間
γ
時ありました。
赤堀
そうそう。甲南ともそういう話が
円二灯
H
ゅ乙
r
，AJ
土、
σi
カ12H
サノ円一寸
t
1j4
、
????
つということになったのです。
結局は、そういうのはみなやめになって、
の
ただ、大阪府下には
中馬
そうですね。
校としては大阪高等学校だけでしたかね。
芝
ですね。
それから、浪商はこの待兼山にあったわけですね。
赤
堀ふlh
、ド、
? ?府立浪，一品とか、それから排の悶立化学工業専門学校かな、化
赤堀
あったですね。
水
野
はい、もとの
)fJ 
ず点綴在B郎先生てど関んで45 
芝
現在の府立大学ですね。
赤堀
ふ
fの府立大学。それからどうするか。そういうことを一絡に
考えなければならないということになって、結局、阪大としては、大高、波高、こ はどうしても一緒にやら ければならない。 ころが浪高の方は府立なものですから、定員が闘の方にないわけなのですね。それでどうするかと。文部省の方針も、中央の設買審議会の方針も、
工業専門学
校をやめるということになったのか 。その辺の、そういう話になった最初の動機は、私はよく知ら い ですけれど 。たしか交換ということでしたね。
芝
そうですね。あちらの悶立とこちらの府立と交換ということに。
赤堀
府立浪高を阪大にもらって
にする。それで工専の方は府
立にする。そ いう話になったのです。ところが
の方が定員が少
なくて非常に倒ったわけ した そ 辺の詳しいことに ると記憶がはっきりしませんけれども、数カ月いろんな話がありましたね。私どは、今の神戸商大の先生方と相談したり、 れから一一一重の高等農林へも一度訪問いた した あれは洋にあるのですね。あそ 非常に広い敷地がありました。あっちこっちいろん 相談ば りしてした。
(官立大阪高等工業学校は昭和十問年五月設夜、昭和十九年四月大阪工業専門学校と名称がかわる。昭和二十二年一一一月専門学校令溌止により、堺市百平白鳥東町の土地建物標本機械器具等は、昭和二十六年二月に議中市柴原の大阪府立浪速高等学校のそれと交換され府所有となる。ー…編集ん滞在)
結局、新制大阪大学が始まったのは、何年でしたかな。
水
野
ニ十四年の五月三十一日付けで国立学校設誼法が公布されて、
46 
新制大阪大学ができています。
赤堀
入学試験は六月にやったと思うのですが。
芝
第一回の入学式は六月にやっておりまぜんか。
水
野
実際に講義が始まったのは、九月一日から 。
赤堀
そうでしたかな、すぐ休みになったかな。
芝
その開講義はなかったということでしょう。
赤
堀
:、。れ行十、し
ですから、新舗の第一回生は、入尚子が遅れたのですよ。
一カ月ぐらい遅れています。とにかく、大高の先生方と一緒に、何ベんも会議やりました。どうやっていいか、
てんでわからないですからね。中央にできた大学設置
審議会の計副というものは、
一向にはっきりしないわけですよね。
G
日
Q
からの命令によってやっておるのですから、突然くるわけですか
らね。
水
野
先ほど一世間われましたように、教養部というものをつくるとい
う点では組織の問題と人 問題 両方あったと思うのです。そういっh-
口HUAW
州事、、、、喝、
T
内相
M語カしし治
課程がいいかというような議論は、
かなりあったの
でしょうか。
赤
堀
ありました。私は教養部
赤城四郎先生
というものをつくるのは、賛成じゃなかったです。
みんな専門に応
じて、学部に分れてもらって、それで教護課税を担当してもら 、
それが本当だと思ったのですけれども、何ベん会議をやっても、質成が得ら なかったのです。
つまり大学の先生には何かこう特権意識みたいなものがありまして
高等学校の先生と一絡になるということに非常に抵抗がありました。それでやはり教養部 して加にするということになり、はじめ一専門一一年。一一年ーでは専門教育が不十分だからなどというのですけれども、やはり大体
になってしまって、実質的には一年半で、
年目の半ばから専門に入っている ころもありま が。
水
野
現在、
年半です。
工学部と理学部が
赤堀
理学部一年半、
工学部一年半。そうですね。
水
里子
一年半で学籍簿を移すということであって、前期課程
た
だ
カ1
年半というニュアンスとは、また少しは違うのですけれども、と
にかく学籍簿を一年半で移動させるという実情なのです。
その辺は、当初から一回生のときは
殻教養だけで、一
になる
と、専門教育もやるという設置申請をしております
ただ、前期、後期という一言葉は、二年一一年ということで使っていま
すけれども 教育の内容から言えば、その当時の設置申請と現状とは、特にかわっているとは思いません。
赤坂
学生の世話をする組織ですね。それがやはり教養部というも
のをつくったものですから、二年間は教養部在籍という、そういう解釈をするでしょう。
ですから教養部の先生が面倒を見ると。立一年聞か
ら学部の方に移籍するというような そんな考えはあまりおもしろくないと思った ですけれど 、やむを得ず う うことになってきた
のです。
ですから、今の教養部というものを置いて、それで
の授業止をや
るということは暫定的な措置として、後でもっと本当のいい体制にかえるということ 始めたのですけれども そのままになってしまったのです。
水
野
二十四年の五月二十五日の評議会で、
一応暫定的に教養部と
してやって、様子を見たうえ 決定してはどうかと提案されて、一致で賛成が得られたということですね。
赤
堀
そうです。
芝
そうお決めになるときに、考えの上で他大学の例を参考にされ
たことはなかったわけですか。
赤堀
他大学のも参考にしました。だから、京大の人とはたびたび
打ち合わせをしました。京大の木村氏 化学の小松先生の弟子でね、教養部長で、
しょっちゅう打ち合わせをしました。
だから、京大と阪大とは、新制への切りかえの方針は、
ほとんど問
じですよ。
芝
連絡はかなりあったわけですね。
赤
堀
はい。東大は少し違っていますね。違っているし、東大はう
まいことをやったと思うのですがね。教養学部という名前にしまして、それで教養学部組織の、出制大学と同じような誠鹿賀、研究費がでて、少し多いんじゃないですか。そ いうことは当時われわれ考えなかったのだけれども、東大だけがあ でそういう制度をつくったのですね。今でもそのままでしょうね。
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布
毘
それはそうじゃなくて、
アメリカの教養学部すなわちブァカ
ルティ・オブ・リベラル・ア
l
ツ・アンド・サイエンシズと関係があ
るのではないでしょうか。むしろ東大がそれを真似したのではないでしようか。赤堀
そうそう、それもあるでしょうね。
それをほかの大学もむしろそういうことを製んでいたのですけれど
も、そういうところで話がまとまらないうちに、私の方はやめたのですけれども。結局、今でも教養学部といっているのは、京 だけですね。ですから、あそこには一部分旧制のよう 体制の締出制があるのではないですかね。
布
目
全部ではないのですね。
一部は講座制、そういうふうになっ
ています。赤堀
一部ですね、
ほんの
西山
基礎科学利というのがありまして、それは講座制になってお
ります。赤堀
は全部ほとんど同じです。
そのほかの
京都大学も高等学校は合併して、師範学校は一絡にしなかった。師
範学校をどうするかということも議題だったのですけれども、当時の今村先生(総長)は師範学校を入れると非常にごてごて るからやめた方がいい
いましたね。先生のご意見で師範は一緒にしないという
ことになりました。それは、今村先生の予想が的中してしまったのです(笑い)。西山
アメリカの制度では、
リベラル・ア
i
ツ・アンド・サイエン
シズというのがあって、その中に物理とか化学とかありますが、
48 
日本
の大学は、教養部というのがあって、その中に物理・化学、理学部にも物理・化字、
工学部にも物理・化学と、そういうふうになって、こ
ま切れになっているのがかなり違うと思いますね。赤堀
では、
の
コ
の方の組織と、
つまり、
アメリカの
!スとははっきり区別しているのですよ。だか
の方は学部所属
というこ ないのですね。
どういうコ
i
ス
か、そのコ
ースの選び方は一つのデパ
i
トメントの先生だけでなくて、
いろいろ
組み合わせでコ
l
スをつくって勉強する。日本では理学部の学生とか、
医学部の学生 か、あるい 工学部 学生と う 、学部所属というのが決っているわけです。
アメリカの
の方は、たとえばハ!バ
i
ト大学の
であるということは同じでも、何学部とか何研究所に
所属するということはないようですね。今で そうだと思 ますけれども、それをぼくは一一おったのだけれども、だれもそれは賛成してくれませんで やはり学生 どこかの学部にはっきり所話していないと学生の前倒を見ら ないという意味で、結局だめだった です。
芝
マ
y
カ
l
サ!の命令というのは、改革をしろというまで 、あ
まりそういう条件はなかったわけですか。
赤
堀
はい、そういう中の制度、細かいところまでありませんでし
Tこ
凶 Il!教授
中馬
ただ先生、私が開いている範囲で
は、アメリカからみて、間制高校は諮惑の根源である。旧制高校なつぶせと。そうい
う判制度をつぶせという命令は、非常にきっかったように開いているのです。
赤
堀
そうかもしれませんね。それは全体として、
臼本の文部省の
方針になっていたからね。
旧制高等学校はなくすると。だけど、後の
新制になったときの制度、体制というのは、何も指示はなかったです
ね
水
里子
新制の大学を前期と後期に分けるという考え方、これの出て
きたもとに、前期大学という構想がありました。前期大学という構想は旧制高等学校の校長 が提唱し おられたようですね。赤堀
ああ、そうですか。
水
里子
前期大学の構想念四年制の大学に生かすために、大学を前期、
後期に分けて、前期では全人教育をやる。そ い ふうに泊 高等学校の校長が提唱しておられた前期大学の構想が採り入れ 形で、前期、後期というほ分ができたのだ いう:::
赤堀
そこのところは私は開いていませんでしたね。教義の科目と
いうのが、何パーセントか、絶対に必要だということでした。
しかし
その教養部というも を、別の教員総織でやれ ようなことは、何も指示や指令はなかったと思う です。それは、合併 ときの都合とか、少し安易な合併の仕方だったと思うのですけ ども、それ 、もとの高等学校 場所でやったわけですから どうしても戦 の習慣、考え方が残ってしまいまして、実際問題 しては や り分けてやらないとやれなか た。施設からいっても、できな ったでしょうね。
水
野
高等学校校長会議の決議として、前期大学制が認められるこ
とが建議されたが、大学側はあくまでも六・一一一・一一一・田制を堅持すると申し入れたと。そういう総長会議の報告が残っておるのです。
赤
堀
ああ、そうですか。
西山
それは分けてやるようには認められなかったのですか。
水
里子
認めら なかったのだけれども、前期、後期というほ分をし、
前期で一般教義の教育をやるということに、 議 なったというふうに書いてある教脊関係の↓みがありますけれども。
赤
堀
それはいつごろですかね。昭和二十
水
野
一一十ニ、
のころです。
赤場
やはりそのころから、
の教官の処遇の問題がありま
したから、
出制の大学の方でみんな一時、資格審査をやるということ
も、非常に強硬に
いだして、結局、それをやったにせよ、あのころ
問時に 教員資格審安委員会というのができた でしょうかね。そうやって、資格審査をやり直すとい ことになったのではないかな。今でも全図的な というものはあるわけ すけれども、最初できたのは、陥判例大学と高等学校を合併するときに、そうなっ はないですか。
ともかく私の記穏では、大学の悶舗の教官の方からはそう
いう意見が、高校の先生方からは容査をやるな 意見が出ましように思いま 。ですから、あのときかなり気の毒をした先生もあると思うのですが。
高等学校時代 論文を出している人は 教授有資格者になる。論文を出していない人は講師に格下げになったわけです。そう ことがって、そう うことをやらなければならなかったのは、あまり愉快じ
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ゃなかったですね。結局、そういうことがあったものですから、前期、後期ということに分ければ、そういう教官の資格の開題も、多少緩和されるという考えもあったのではないでしょうかね。
水
里子
だから、
一般救護を担当する教官を分属させなければという
ことですか。
赤
堀
今ιJo?
水
野
設置申請に対して、文部省から一反ってきたコメントにも、教
官分属という を進めろという
かれておりますね。一一十三年
の末ですか。ニ十一二年の七月に、新制の大阪大学の設置申請を出したのに対して、
いろいろなコメントがあるわけですけれども、
五つコメ
γトが一戻ってきておりまして、赤
堀
学部に分属ということですか。
水
野
はい。ここにコピーがあるのですけれども、法学 、経済学
部を合一して、法経学部とするこ 。それから法律学、経済学関係の関蓄を可及的速やかに充実するということ。それから、
いわゆる一般
教養部に属する教員を それぞれ適当の学部に分属せしめることと、法学経済学の専任の および助教授を増強すること。以上の事項ついて、その実施につき、報告を徴し、また必要あ 場合は、大学設霞委員会として、 地視察すると。
芝
第三項目はやらなかったわけですね。
水
里子
その第一一一項目については、ちゃんと評議会で決めてお
:、。トuiv
、し
V
ります。
芝
どういうふうに。
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水
野
いちいち大学設置委員会の了解を得ずにやっていく方針を評
で決定しております(笑い)。赤堀
その教義課程の教育に対しては、私の案は、各学部、学科に
分属してもらいまして、全部、そしてそのかわりに事務組織として教務課というしっかりしたもの
いて、
それで教育課粧は教務委員会
という強力な委員会を段いて、そこで決める。どこの学部、学科の先生でも、教務委員会の決めた方針で教育、
つまり専門の授業もやるし、
一般教義の授業も両方やってもらうと。
どういう専門の人もね。その
ようにやろう のがぼく
ったのですが、それは逓らなかっ
たのです。
水
野
いや、先生が教養部長、そしておられたときに、そ 誌が通つ
たことは通ったのです。それまで大阪大学教務委員会というのがあったのが、大抜大学教科課程委員会というものが先生のご提唱 できました。
ただ、赤堀先生のお考えとしては、大阪大学教科謀総委員会ができ
れば、その当時あった一般教義協議会規棋は箆枕して いというお考えであったような ですけれども、こちらで考えられるのは、あくまで、教科課程のことだけ あると。だからやはり、協議会を残しておかなければならないということで、
般教義の稼議会というものが
ありました。
赤
堀
一般教義審議会というのがあったのですね。
水
聖子
それに品版行して教科課程委員会というのが二十五年に焼程が
できて、それからずっと三十年ごろまで残
水野教授
っているのですね。ただ、その閥、教養部でどういうことを
教えるかは、その委員会で蟻んに議論され
たのですれどけも、たとえば理学部がどういうことを教えるかというのは、この委員会にかけるところが}理学部の教授会がやってしまっていました。先生のご趣旨は 新制大学の教科課程に関することは、教養部と学部との関連もあるから 全部そこで審議すべきだというお考えで委員会をつくられた ですが、結果 して教養 で教えることだけはそこで審議するけれども、それぞれの学 で教えることはそれぞれの学部が決める いうことになりました。赤堀
有名無実になってしまったんだな。
水
野
そういう事態が続いたものですから、その委員会は五年ほど
残っていたのですが、結局、，有名無実だということで、なくなったのですね。
赤
堀
なくなりましたね。 まく機能しなかったしね。
水
聖子
なく ったのは、ヨ十年の五月十八日。
赤
堀
それで、今の腔史とはちょっと違ってくるのですけれども、
今は教養部という体制でずっと来ているわけですね。こういう制度いいと思っておられますか。それ もこ は改革すべきだ お考えでしょうか。先生方。西山
旧制高校の先生方は、すっかり退職され のでわかりません
が、今の若いと 、若い いまし も、すでにかなりお年寄で
すけれども、そういう制度でいいと思っている方はあまりいないと思うのです。だれかおられましたら、ご訂正願いますが。
そのために言語文化部が分かれ、健康体育部も:赤
堀
一一早口語文化部が分かれたというのは、あれは非常に新しい考え
だと思うのですが、そういう問題がいくらか緩和されたと うか、つの進歩ですね。西山
そういう目的のための突破口だというこ ですね。
赤
堀
そうだと思います。言語文化部に相当するのは、自然科学の
方でも、そういうものがあればいいんですけ ども、今のように、理学部の自然科学、教養部 自然科学と分かれてしまうでしょ 。先生方はそううまくいかな ではないかと思うのですが、ふーはどうなのですか。実限側、内部では。学部の自然科学の先生方と教養部の自然科
の先生方との間の連絡というのですか、協力というのは、うまくいっているのでしょうか。芝
自然科学の中でも、専攻によって少しずつ事情が違うようです
ね。生物、物理、数学、化 というのは、少しずつ違うよう けれども。
越
田
それは確かに今、芝先生がおっしゃったように同じ学部でも
専攻によって多少事情がちがいま けれども、最近 だんだん密接な協力体制ができ 来ているのではないかと思います。今年の概算要求に出されている教養部の兼担講座化 そういう協力の実績を制度化ょうということではないかと思います。協力体制は学部によってもニュアンスの違いがあります。
また教育
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上の協力については虫学部・歯学部のように制度上はじめの二年間が進学課程とはっきりわけられている とそうでない学部とがあり、いわゆる相互乗り入れのできるところとできないところがあって、それが協力体制に影響しているところもあるように思います。中馬
赤堀先生、私の記擢していることで、
一つお伺いしたいのは、
初めのころは、高等 校から来られた先生方は、
いわゆる背の旧制高
校の教育に絶大の信頼を持っておられて、や りわれわれは全人教育をやるべしであると考えておられ いて、そういう先生方は、各学部に分属す ことを好ま なかった人も多 と。ま 、前期課程を卒業した者は、全閣どこの大学の後期課程も受け れた時期があったと聞いているのですが、それは本当でしたか。
赤
坂
学生がですか。
中篤
仁、
o
???
赤
堀
最初は 教務課程に残って学部に進学できないとすぐに留年
でしたが、今はどうなっているのですかね。中篤
ふ
fは入学試験みたいなことはやっていませんけれども、中で
の試験で留年ということもありますけれども。
水
野
それともう一つは、先ほど私がちょっと申し上げたように、
新制大学ができたときは、大体、 こともに前期 後期という区分が
あったようなのですが、人々は前期、後期の
越田教授
反一分のない大学がかなりあります。
赤
堀
そうですか。
水
野
そうい 前期、後期の区分のない
大学は、入学してから卒業するまでに定められた単位をとるようにな
52 
っています。だから中馬先生がおっしゃったように、どこそこの大学の前期課程を修了したから、こっちの後期課程に入れるというこ が中篤
できないですね。今はもうできないですね。
水
野
純度的にできなくなったのです。
芝
ふーの、
いろんな組織のディテールですね。それが認可されたと
いう形をどこかでとっているわけで か。さきほどの文部省の五つのコメントが返ってきていますね。
水
野
コメントは遮ってきていますけれども、このコメント
土い、
について、教養部教官一広々については、先ほど申しあげ ような方針決定がなされています。
ほかのことは、どういう対応をされたのかわ
れわれちょっと関知 たしません。
赤
堀
その辺は、まだ終戦の混乱がかなり残っていたころですから、
制度的な切りかえというのは、どんなふうにやったかは、特によくわからないのですけ ども。辞令 もらったのですよ。改め 出制の阪大学教授から、新制の教員に任命するというよ 、みんな来ましたよ、
一応は。
しかし、余分な、事務的なつまらんことをやると思つ
ていましたがね(笑い)。
水
野
赤堀先生にその当時を思い出していただくのに、ニ十四年五
月二十五日の
のメモをちょっと読ませていただきます。
一般教養部教官の分属について、大学がいちいち大学設限委員会の
了解止を得ないでやっていってはどうかという今後 方針 つい 協議
し、全員一致をもって、今後当学としては、諮問機関たる大学設校委員会と交渉せずにやっていく方針に決定。
田内局長より、
一般教養部
教官の問題に関し、次の説明があった。文部省としては大学設置委員ム訟の答申をそのまま大学に伝えてよいものかどうか苦慮しており、結局、この問題は、総合大学部の相談に任せる方針である。東北大学では、教官の分腐は決定 ていないが、分属さ てもよく、その
教
授会の構成としては、
一般教義教官は、学部の教授会に出席する志向
を持っておらず 教義は教義と 権限を持ち、そのために連絡協議会を設けてやる方針である。京都大学は教官 学部に分属させず、教守口の文部省発令を大学までにとどめ、以下、学部所属、講座所属は大学発令とし、専門教官は川内々講座担当を命ずるとし、
一般教義は何々
学担当を命ずという異なる発令形式をとり、専門 一般をお ずから匹別していけるようにすることに文部省 了解 得たが 国立総合大学は、大体この方針でいくもので なかろうか。赤堀委員長より、前聞の準備委員会で、分属には臨難が伴う故 設置委員会が承認すれば既定方針、既定方針と うのは教養 をつく とい ですけれども、 でいくことに決定した回日報告があり、教養部 けることは、大学の予科的存在となり、新制大学の理想より離れるけれども一応、部としてやって様子を見て、決定して どうかという提案があり、全員
致をもって賛成したと。以後は事務的処盟の問題に移行す
ることとなったと。その経緯な受けて、あとは全く事務的に新制大学ができていったということですね。
赤
堀
教養部として発足するというのは、過渡的にそうしたという
それがずっと続いて。
考えだったのですね。
中潟
それが今まで続いてきたのですね。その過渡的な慨が。
れを文部省に出して、認可がおりたのが、大阪大学が一漆最初だった
芝
先生がおやりになった寂大の場合の新制に移る申請ですね。そ
わけですか。そうではないのですか。オ2 赤堀
そうでもないのですよ。大体、京大もほとんど同じでしょう。
水
里子
結局、績の大学問 連絡を保ちながらやったというこ です
とでしたね。初めから、京大と阪大が歩調を合わせてやろうという、
赤
i思
はい京大でも大体、
いろんな窓見が出たのは、同じようなこ
そういう相談をしてやったのですが。芝
そのことが、全闘の教養部設置のきっかけになったということ
はないわけですね。
赤
堀
あるかもしれません。よく知りませんけれども、あるかもし
できておるけれども、
れません。まだそのころは、名古援のきたばかりで、名古屋大学は戦争中だったか、
かったですからね。
芝
阪大よりは遅いですね。
赤
堀
阪大よりは遅いし、
やはり地方の大学としては、京大、阪大
:宗一長一
λ
こ、こ工っこでしょ、つ立。
カ寸み日当
37LU77
て
1
水
里子
波大の場合、南校、北校に主事を泣いて、その上に教養部長
を置いたということですね。
赤堀
そう。
で
赤掘回虫11先生を関んでらS
水
野
それは八月に決まっているのですけれども、そのときにも、
各大学の状況を開いて、協議した結果、そういうふうに決めたと記録が残っていますね。
だから大体、
ほかの総合大学というのですか、田七帝大の動きを見
ながら、
つくったということらしいですね。
赤堀
そうです。そのよ ですね。
だから、京大、寂大は教育学部、師範学校を合併しなかったですから、その点は、師範を合併したところよりは楽だったですけれども。
東北大学などは、随分もめたようですね。北大とか。抜大が一番閤ったのは、府立と閤立を交換したでしょう、高等学校、
専門学校を。そこで定員が足りませんで、非常に闘ったのです。
水
野
定員に関連してお伺いしたいのは、教養部の操作定員という
のがあるわけですね 実際の突 と予算定員とのずれ いう問題、これは新制大学の発足したときから、そういう問題 ず と残っているように、われわれは開いているのですけれども。それに多少関係がありそうなものとしてこういう文書があります。これは昭和二十四年五月のもので、大阪高等学校新制大学対策委員会、
浪速高等学校新制大学対策委員会 連名で、 甑大学総長今村荒男宛の要望書です。
'ｭ
の
の中でも、結局、高等学校側から
般教養部へ任用を予
定されている者は、もれなく任用してほしいというふうな、そういう趣旨がのべられています。
その辺について、その当時大阪大学にニ四名の火員、があったという
ことも書かれているわけですが、そういう操作定員的なもの、あるい
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はそれがある程度定着していく過程 の辺について、先生が部長をされたころはどうでしたか。
赤
堀
操作定員という名称は今、伺ったので、よくわからないので
すが、
ほうぽうに、教授で永く勤めた人がやめた後、後任が決まるま
で空席になっていますね。
それが全体では相当になるのですよ。常時
一…0
とか三O
とかと、
かなりの数が余裕が為る一ことになる。その中の
何人かは、操作してその中から定員を融通するというように、事務局が操作をやった。そういう はあまり っきり表に出さなかったのですがね。それはやれたのですね。
たとえば、非常に重要な譲住という
のは、そこの定員をほかに出すということになると、どこも承知しませんから。
ただ全体として、一一一
Oなら三O
が
度に新たに任命される
ことはないわけですから、
一O
人ぐらいは当然融通していいわけなの
です。そういうのをやったので ないかと思うのですが それは今でもやっているのではないでしょうか。
水
聖子
特に教養部の場合、そういう操作による人員と、正規のとい
いますか、予算定員 にずれが ほか 部局よりは目立つわけなのですけどね。たとえば、教養部に助手というのがなかった当時に、助手を入れるについて、今、先生がおっしゃった、まさにそういう て、
教養部に助手をやるということが、
ちゃんと記録にも残っているわけ
ですけれども、しかし 助手だけではなく、そう う操作をずっと引き続いて、ある窓味で教養部の突定員 いう形で定着しております。
赤堀
そうかもしれませんね。特に教養部の方には、そういう空席
の、欠員のわずかを教養部の方で使ってもらおうという操作をやっている ではないかと思うのです。そうでないと、正規になかなか定員をくれませんからね。また一方からいうと、空席に った講座、 授の籍があまりたくさんたまるのは具合が悪いのですよね、文部省に対しても。文部省としても、今度のような行政整理みたいなことがありますと、空席、 る 、その時に減らします 。そういうことで助手などの籍も、そういうことをかなりやっているのでしょう。水
野
助手については、教養部で実験助手が必要だというと、
いや、
それなら学内の操作で助手をあげましょ ということがちゃんと記録に残っているのです。ところが、教授とか助教授については、 いう記録はどこを探してもないもので、確かにそういう記録は残しておけ 筋のものでもいとは思うのですけ ども、 辺につ て、記録に残っていない詔で、た えば赤堀先生が部長をやって ただ いたころに そう
う話が出 かどうかが}伺いたいのですが。
赤堀
そういう状況をあまりはっきり出したことはないと思うので
すね。それはあまり大っぴらにやらな 方がいいと ことで 実際はやっていたのですよ。古川
他の大学に比べまして、その操作定員が阪大は多いのですよ。
なぜ多いのだろうという疑問が、素朴な焼防なのですが・
よその大学にも確かに操作定員はあるのですけれども割に少ないの
ですね。ここの教養部の場合は、操作定
古川教授
員が多いのですが、予算定員と操作定員の合計人数で学生を割ってやります 、教
官
人当たりの学生数は他の大学とほ
かと。ぽ等しくなる。だけど、なぜ阪大がこんなに操作定員が多いのだろう
赤
堀
それは、今、ム医学部に助手の定員が多いということと同じで、
空席とか欠員になってい のが、常時あるわけですね。人はかなり動
トータルの欠員というのは都合多い。私は多分、
いていましでも、学部もかなり多いんじゃ いかと思います。全体としての学科も多い
越
国
し、詩臨 多 ですからね
阪大の教養部では操作定員が多いということを聞かれた他の
大学の方々から、どうしてそのよう かというおたずね
中馬
をうけることがあります。
そのかわりに実定員が少ないということ ないのですか。
吉川越
B3 
吉川
いやいや少ないのです。
よそに比べて少ないのです。
少な ですね。今の実際の予算定員と操作定員とを全部ひっくるめたら、
中馬
そと閉じになる。
そうすると非常に喜ばしい状態ではないわけですね。
越
田
ならば、実定員をもっとふやすことできないか いう、その辺のとこ
だから、
よその大学にしてみたら、そういうことができるの
ろを:・・・.
エよ
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等学校からできているわけですね。だから、初めの定員は、一向方がそ
布
呂
私、その件では、浪速高等学校と大阪高等学校と、二つのん口問
が、元来、一のまま定員になったのか、そこのところの詳しいことがわかりません
つからできているのだから、定員がたくさんあるはずで
」とをはなかったか、それがこのようになった は、どういうことかという
つお伺いしたいのです。
十分あったのですよ。ところが、浪高 方は前にあった教官の定員だ
赤
椴
そうなんですよね。それが陪方とも国立高等学校だったら、
けは米なか わけですね。
布
自
全部それがこなかったのですか 浪商には高等科と尋常利と
両方ありますが、それがどう った ですか
ο
これが
のでは
ないでしょうか。
赤
堀
そうではないのですね。さっき中しました倒立 高等工業の
合少なかった。特に、人文、社会の方の先生の定員がな ったのでは
こちらにもらったわけです。そっちが少なかったのですね。割
ないでしょうかね。のです。
布
図
の定員と振りかえたからですか。
赤
堀
の方には専門の方はあっても、教養の先生は少なかった
布
罰
確かに現在見わたしても、京大の教務部に比べま と、人文
系、社会系が少ないというのは、やはりそこ 原因があるのですね。
赤堀
そうだと思います。
中馬
大体一時間たちましたので、話題を次へぽつぽつ移した と
思いますが、教養部関係のことで、まだぜひこの機会に赤堀先生にお
56 
伺いしておきたいということ、がございましたら、どうぞ。
布
目
今のちょっと続きでございます。そういう今のような経過が
あるから、操作定員を入れてまでいろいろ見てやろうかと。そういうことに結局なってきたというこ なのでございましょうか。赤堀
はい、そうだと思いますね。
それから定員が足りないというのは、薬学部を置いたときにもありました。中篤
初めが医学部薬学科。
赤堀
医学部薬学科ですからね、医学部薬学科として置いたから、から定員をとれと。
中馬
定員をとられたというとお しいけれども、薬学科の方へ行
ったわけですね。
赤
堀
それで、一袋詰になるのですけれども、新制大学ができかけた
とき、まだ計剖の最中だったか、大阪薬学専門学校の校長 村上さんという方が塩野義製薬の社長、今の社長のお父さんと米られまして、当時の専門学校、あれはそれまで大阪 薬業界が全部費用を出し、校を維持しておったの けれども、それがとても財政的にできなくなったから、阪大に引 取ってく と頼 れて、それ とうとう、そういうことで多少延びたのですが、阪大に来てもらおうというこ なって、まだ京大、京大も医学部薬学科だったから、それ 同じよ な形で、毘学部薬学科となった。やはり薬学科がほしいというのは、医学部の方の希望も強かったと
思うのですね、そのころは。
文部省が反対だったのですよ。文部省がなかなか合併を承知しないので、当時の医学部長官松(伝授)教授と村上さんと私の三人が行って、
後に大限府知事になられた左藤義詮さん、当時の文部省政務次官に会った。村上さんが、そ 左藤義詮さんを前から知っているというので、
んに頼んで、文部省に承認してもらうよう
んだのです。と
ころがその時の大学局長は反対 のですね。政務次官という の方からの圧力で無理に承認してもらった 。だから事務当局の方が非常に不満で最初、風当りが強かった です。なかな 定員をくれないのですよ。中馬
大分医学部から振りかえたと思います。
赤
堀
それで、 の定員を娠りかえて ただいて、
かなり加熱迎
なして、後で少し調整したの すけれども、最初 ずいぶん悶りまし
Tこ
には、割合定員があったからね。
中馬
あのときは、民学部は終戦のどさくさですの副手というのが
ありましたね。あれが助手に皆なった で、その当 は少々振りかえても構わないという気持があったの しょう。
赤
堀
考えてみれば多かったですね。
それは本当にあのとき医学部の定員が多かったからよかったのです
ね。進駐軍の方でいろんな職員の待遇の調査止なしたときに、無給副手というのがたくさんいるといわれた 実捺 患者の診療に当っているのだから、そんな無給で人を使うというようなことはけ からん。それで有給にしろという進駐箪の命令がきました。それで無給制予を全
部有給にしたのですよ。
脇
問
一つだけおききします。私、
ちょうど新制の切りかえの第
期生なのです。それで、前からちょっと他人的にも気になっておりましたことですが、旧制高校の学生の扱いでございますね。学生で、結局私たちは出制高校一年で切りかえがありまして、そのときいろいろのうわさが出たのですが、
たとえば、私、大高なのですが、板大へは
そのまま移籍されるとか、
いろいろ向かデマのよう うわさ いっぱ
い出ておった けですね。ああいう扱いは、何かのご印象に残っておられることでございます
でしょうか。舗合簡単に学校は別だ ら試験を受させるということで、初めから方針は決っておったと。
赤
坂
新制第一聞の学生として。
脇
回
仁、。トー、し
V
赤堀
試験は 形式的には受けられたのでしょう。
脇
問
いやいや、きちっと試験を受けま た
ですから私たちのグ
一ブスメイトの中でも、試験に落ちた人間とか、
いろいろ出ました。そ
れから、最後の悶制高校の人ですね。私より
の人は、結局最後
までおりまして、旧儲の を卒業して、そして出制 大学を受けたわけですね。
一年後にですね。そうしますと大学は段後でございます
し、それ 非常に複雑な問題が出まして、その試験に落ちた人はどうするかという問題で、結局、
しかたがないので新制をまた受け直すと
か、臨分、学生一の身分としては回ったことがあったわけです。その辺は何か議論されたのか、私たちの感じでは、全く無方針で、
赤期間郎先生を間んで57 
です(笑い)。学生などはほったらかしのような気分で、
みんな恨みに思っていたの
赤
堀
脇
田
赤堀
寸J三ι12
門川
HA
別町中小二」l二十四年入学でございまずから。ニ十凶年ですね。
とにかく旧制の最後の学生と新制の第一回
が問じ時だったので ね。
一緒なのですね。ニ十八年に一絡に卒業いたしました。
脇
田
赤
堀
ければならないけれども、それはしかし、私 今までにそういう問題
ですから、旧制の円以後の学生は、どうしてもどこかへ入らな
は開いたことが かったのですが。学生さんの方で、あと、行くところがなくなって闘ったということは。
みんなほとんど、どこかに入ら
脇
田
れたので な ですか。実諮問題としては。
いろいろありまして、浪人して新制に切りかえた人と
かですね。赤堀
〉え与え、病気でもされたような人は、高等学校のときに休学したよう
な人は困ったでしょうね。
そういう議論はございませんでしたか。
脇
思
赤
堀
水
野
しかし大学の方では、そのときは:・
ありませんでしたね。たしか、
一、二年間、経過措置がとられています。
赤
堀
新制のほうへ転科といいますか。
ílあf:8助教反
脇
閏
それは可能だったですね。
赤堀
そうでしょうね。それはできたの
でしょうね。
布
呂
いや、その結果、旧制高校に入りながら、結局はみ出して、
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私立大学へ行った、ぼくらはそういう友人をたくさん知っているけれども。そういう方々がかなり出たと思いますね。
脇
田
随分ありましたね。
布
図
かなり深刻な問題です。
せっかく旧制高校に入りな
だから、
がら、国立大学に入れな という人が生まれたのですから、社会ではかなり大きな問題だったと思うのですね。赤堀
随分、無理な改革だったですね。
私の長男も同じだったのですが、悶部高等学校一年だって、それですぐに大学の方に行ったのですから、非常に無理な進学経路ですね。中馬
恐らくそういう問題は大学の内部ではあ り議論しなくて、
文部省の審議会とか、そんなところ はや ているでしょうけどね。
赤堀
大学ではしませんでしたね。
大学では、
いっぺんに倍の学生を受け入れなければならないという
ので、それこそそっちの方 忙殺されましたね。とに く新制になって数がふえましたから、特に最初の年は旧制の間の
の一一一倍ぐらい
にいっぺんにふく 上がって、席はちっともふえ いわけ ね。それで建物は抑し合いへ 合いだ た です。それで、
よく何とかやっ
てきたと思うし、
のときに就職がなくて図るだろう、
みんな大部
分が失業してしまうのではないかと思って、
1fí 目教授
それも非常に心配 たのです。ところが案外、ちょうど二十八、九年から一一一十年の問、日本の高度成長時代 ぶつかったものです
から、思ったよりもずっとうまく就職がみんなできまして、それが今、現在の日本の産業界を支えている人の大部分がそうだと思いますが。
中
馬
それでは教養部関係、その辺でよろしゅうございましょうか。
それでは、また後で少し全体の時間を ことにいたします。
蛋白質研究所の創設
中
篤
次に、蛋白研の創設のことをお伺いしたいと思いますが、ま
ず初めに先生、その創設の目的というか、どういう機運があって蛋自研をつくろうということになりまし の ごさいましょうか、その辺からひと お話をしていただきたいと思います。
赤
堀
私は化学教窓で生物化学をやったものですから、ところが阪
大の理学部には、初めは数学、物理、化学といって生物がなかったのですね。
ですから生物というのは、理学のなかでは一番 末席なので
すよ。それで普通ほかの人は、物理の方向、もっとより基礎的な方と、より生物の方と、両方に相談できるのだけれども 生物系の人 相談相手がなくて回ったということもありました。それで生物系がほ いと思っていたというこ 、それ ら蛋白研なつくるより 学科をつくった方中馬
先ですね。生物学科は二十四年です。
赤
堀
ですから、生物学科をつくるについては、医学部の方のいろ
んなご協力をいただい わけで が、 から、前 アミノ酸のことをやっていまして、それを古武(禰四郎)先生に私淑していたようものだったものですから、
一体生体の栄養問題とか、須田(民日)君ら
とよく会って、
いろいろ栄養学の話を開附いたりしていました。
化学の方では、蛋由貿の問題というと、非常に特殊なフィールド、
普通の天然物を取り扱う場合に、芝君などは今はそうではないけれども、 人は、蛋由貿というのはじゃまもので、蛋白質だけとってしまって、捨ててしまって、蛋白質でないものの中から、何かを探すというのが勢通だったのですね。ところが、酵素をやり出してから、酵素が蛋由貿だ ことを、
私がちょうど外国から帰っ きたころやったもの すから、酵素が蛋由貿だということだと、酵素の種類 非常にたくさんそのころすでに見つかっているし、蛋白質 非常にたくさんあっ 。生物化学の一番重要な物質であろう。もっと研究しなければならないということで、酵素の問題を蛋由貿化学としてやろうという考え それで須悶君などの協力を得て、研究所をつくる 考え出し のが 昭和いつかな、塩見研究所を借りたのが昭和一ニ十年か。
泉
二十九年ごろからですね。
赤
堀
十年に塩見理化学研究所の
いていたところを借り
まして、そこに研究施設を最初につくってもらいました
中
馬
初め、理学部の施設として誕生したのですね。
赤
堀
施設としてできた でしたね。私は最初、
一議産分だけの人
をもらいましたかね。
泉
ニ十九年に臨見に行って、 年ほど準備期間があって、たしか
一一…十一年四月に査由貿研究施設が設股されました。
赤
堀
東洋紡の事務所跡に行ったのはその時だっ かな。初めにこ
赤沼四郎先生てど慰んで59 
諮度分だけもらいました。それから学術会議へ出したのです。学術会議に提案して、そこで賛成が得られたのは昭和一一一十
付置研究所
として認められたのは
した。そのときは、最
J初は一一一部門か
な。それでその次の年に五部門になったのですね。なかなかいっぺんにはくれないのですよ。芝
外国でも、張由貿の専門の研究所というのは、あまり例がない
と思うのですが。
中馬
ないですね。あまりというか、ないのと違いますか。
芝
ないと思いますがね、現在でも。
赤
堀
はい、蛋白質研究所という名前のところはないのですね。
かし実際は酵素の研究はみんなやって まずからね。芝
先生、そういうご発想はかなり前から抱かれていたのですか。
何か外国のを参考になさったよ なことはあったのですか それとも先生独自のお考えで、そういう 所を構想さ たのです 。赤坂
別に特に外国を参考にしたことはなかった そのころまでは
査尚質というもの
の入、たとえば須田君みたいな栄養学の人は
栄養素として見る。栄養学というものは、相当有力 学問の領域として、役界的に認められている。栄養学の研究対象 い は、主として蛋由質ですね。それから一方で制限酵の関係の方では、酵素の研究というものとは別に、非常に進んでおって、別な流れとなっていました。
ところが、酵
京は特殊な蛋白賢であるというこ がはっきりわ った が、ベブシンが結日山になったころ 昭和ニ十八年で、
トリプシンが一一一十二年で
す。そのころまだ、位界の学者は酵素が蛋白質であるということは、
60 
一般的には容認していなかったのです。
サムナーがウレア
l
ゼを結日間
iJR}
、J5v
、、
176
カ
一九一一六年。それでぼくの先生のドイツのワルド・シュ
ット・一フイツなどは、あれは酵素そのものの結晶ではない。あれば蛋白践の上にウレア
i
ゼが吸着しているのだといわれた。
トジプシンで
もそうだと。そういう説を関執して、どうしても談らないのですよ。
ところが、私はちょうどプラハにいたのですけれども、
ワルド・シ
ユミット・ライツはそう一…一 口うけれども、ことによるとサムナ
l
の結日間
そのものが酵素かもしれんと。それは自分で行ってみないと、さわっ
し
てみないとわからないと思って、それでノ
i
スロップのところへ行っ
て、一一一カ月半ば りいて、そこで結品化の方法 習って
トリブシン
やキモ・トリブシンを結日開化するテクニックを習いました。
それで、自分でやってみる 、やはり蛋白質そのものが酵素だと思
わざるを得ないと考えた です。だから酵素蛋白をやろ と思ったのです。芝
今でこそあたりまえのようになってしまったけれども、際素と
か栄設とか、先生おっしゃるようなも を、今で言えば分子レベルでつかまえようとなさったのは、非常に先見的なお考えだったと思 のですけどね。そ いう考え方はなかったのですから。赤堀
それと、蛋白質というものは、
E-
フィッシャーによってベ
ブチドであることはわかったけれども、それ以上の詳し ことはわっていなかった。それ らアミノ散がニ
0
種類というのは…九一一
O
年
代にほとんど決まっていまして、あまりふ ません。
ほとんど、もう
ふえないですね。けれどもニ
O
総額で、何
百と長くつながっていれば、無数に多い稔
芝教授
類ができることもわかりきっていますね。ですから、今まではっきり純粋にとらえて
なくても、自然界、生物界に存在する種類というのは、無数に多いに決まっている。だからほとんどすべての生理現象というのは、そういう酵素の支配下にある。将来、非常 重要な問題になること 関連いないと思ってやったのですがね。中馬
文部省などで、あまりむずかしい抵抗とか、そんなのにはお
遭いになりませんでしたか。概算要求を通すのに。
赤
i鹿
やはり、相当むずかしかったですよ。
初めは一一一十三年でしたが、突はどこもいっぱいだから、どうしても
だめだから、もう一年待ってくれといわれた もう一年待ったら、米年確かにくれるかと っても、それはあてにならない どうしても待てないと思った。
大蔵省でだめだとす口われている。それから、すぐ帰ってきて、新大
阪ホテルの社長だった山本為三郎さんに、大蔵省に顔がきくという話だから、
いって頼んだら、
よし、わしが行って、大蔵省の
4頃
んでやるといわれた。山本さんの
」とは大きいのですよ。大蔵省
の役人はわしが養っているみた なものだと(笑 )。山本さ が とめて最高の税金を大蔵省に納め いるピ
i
ル協会の会長だったのです
から、そういうこと 言ったのでしょうね。山本さんから後で聞いた話ですが、予算の最後の会議のときに、大
蔵省に行ってくれて、
ちょうど廊下で
ったから、こうい
うのが出てるから頼むぞと一一一一阿ったら、
はい、わかってますと一立回って、
それで通し くれたと。それは山本さんの話ですけどね。私は現場に立ち合ったわけではないから。
しかしれ以後は山本さんがやってくれた
と思いますよ。
泉
それと、中曽根康弘さんに、私が先生から開会に行けと一一一一口われ
て、たしか昭和一一一十二年の十ニ月二十六日にそういうことをぎわれて、そし 二十六日に議員宿舎に行ったら、
おらなかって、朝五時ごろに
米ないといかんと言われて、それで二十六日、一一十七臼と行 て、そして二十八日かしらんに、朝五時ごろに中曽根談弘さんが帰ってきのを議員宿舎でっ まえて、そ で話をして、それでその時分、東海道線で大阪へ帰つ きたら、先生が、
おまえが帰るより先に予算通つ
たと………一口われて(笑い)、中曽根康弘氏がどれだけ何したか加として、そういう記矯があるのです。
それと、
たしか予算のあの要求のときにも、蛋白質というものな正
面からぶつけ のは、たしか蛋白質研究所の申請のときからで、施設のときは、むしろ栄養学として出し 、とに く腹が減っておるということで、それを大義にして(笑い)。中馬
まだ、その時分腹が減っておったときですか。
泉
それがすごく腹減ったときで。
赤堀
栄養不良のときですから、栄養締結が急務だという論法だっ
たかね。
泉
それで、文部省への蝶算要求の説明の中の参考書類として、
主幹Mli四郎先生を凶んで
7こ
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しか、捕鯨船を一隻建造するのと、
アミノ酸の工場建設とどのくらい
の費用の違いがあるかということを、先生が書いてみいと一万うて、それを見繕いでやりました(笑い)。赤坂
あのころ、東京には出向立栄養研究所というのが
φめったのです、
だいぶ前から。だから 栄養のことだけ強調してもだめなことに気がついたのです。
それと、学術会議から科学技術庁か文部省かでこう
いう研究所なつくるべき という提議があってね。それ 次官会議のような協議会のところにかけて、そして関連各機関とか研究所の人たちを集めて、
四O
人ぐらいの委員が出て、それをつくるのがいいか、
惑いかとい 議論をする。そこへ呼ばれて、栄養研究所の人か、どこの人だったか、張白質の栄養 研究なら私たちは蔀からやって る、新しく作る必要はないとい ことを言った。それで栄養だけ一一おったのではだめなことがわ ったのです。
泉
本で、簡単なアミノ酸で代用で
だから、あのときはアミノ酸
きるというようなことを一寄ったのです。それで研究所のと に 真っ向から蛋内向を出して、それで私正十年史を書いてびっくりした ですが、私、須問先生のあの部門は、あれは一審最初は 学部円だったのですね。
したがって、今度は真っ正聞からやったために、蛋白質研
究所になったときに、それは蛋白質代龍部門に わっておる。それが間違いゃないかと思って大分調べたら、や り間違いでは いと うことだったのです。赤堀
そうなんです。とにかく栄養研究所があったものだからね。
芝
今、施設から研究所へかわったのが昭和三十
徳安橋の荷
一誌に東洋紡の場所を借りていた時代は、まだ施設だったのですね。
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泉
施設で一年だけあって。それで研究所になって、
一年か二年か、
とにかく最終的には五部門入っておったのです。
赤
坂
あれはその前に学術会議を通すのでも、なかなかああいうも
のはそれまでになかったのだけれども、学術会議を通さなければ、取り上げられないと文部省で言うものだから。今ではそんなことはないのだけれども、あのころは学術会議 決議というものが、非常に有力だったのです。物性研が最初 、震自研が
一悉院ですね。
ーキ+­Z乙
全開共同利用という発想は、初めからあったのですか、あるい
は文部省の関係でできたものですか。赤堀
別に初めからではないですね。
しかし、あのころは全国共同
利用でなければ、通ら かった です。今の東京の物性研が蛋白研よりスケールが大きく、永官(健夫)さんはそれを大阪につくる希望を持っておられたと思う。それが歪由研より一年早く東京に決ってしまった。東京 方が地の利を待ていたのでしようね。 で小さい蛋白研の方は大阪へというこ あったと患います。惹
その後で基礎工の話が出てきたのですね。
赤堀
そうです。基礎工は正問さんが総長のときで、正問さんと工
学部の石野(俊夫)教授が中心で推進され、また関経連が強力に制作してくれたんです。そのときも、蛋白研も大阪でなく東京へつくろうという暗艇が相当きつくて、大分弱ったですね。
芝
ついでに、蛋白研のあとで、今度は鮮紫研をお考えになりまし
たね。あの鳥井記念館の。でしたか。赤堀
:、。、hut
、し
芝
あれは先生の総長のときでございましたか。鳥井記念館は施設
赤堀
施設になってないでしょう。
芝
理学部だけでなくて、全学利用という形ですね。
赤堀
全学利用だね。あれは生物学、奥貫さんの方が主となってや
ってね。芝
先生は特にご関係はなかったわけですか。
赤堀
特になかった。酵素研はあっちへとられたのですよ。とられ
たというと恐いが、徳島の医学部附属施設ね。
芝
酵素研自身がですね。
赤堀
児ま先生が徳島大学の学長で行かれて、児玉先生は大分前か
ら酵素研をつくりたい いう希望を持っておられ のです
惹
そうすると、阪大でもそういう酵素研までいこうという構想が
当時はあったのですか。赤堀
いいえ、阪大では加にね。どっちみち蛋白質といえば酵素が
入るのだから、蛋白研で酵素をやれば いと忠って、辞索研というものを別につくろうという計闘はな ったです。すね。
泉
あれは建物だけの名前だったのではなかったですかね。
赤堀
そうです。建物の名前ですね。
芝
結局、理学部の拡張を全学利用という形 やったという感じで
赤堀
そうです。
泉
ちょっと余談になりますが、高分子
よ主教授
学科ができたために、増築しましたね。私は、あのときに中之島の恕学部の建物を全
部つぶして豊中へ移転しなければならないのにもかかわらず、高分子学科の建物の建築のために、味の潔からの寄付がまだ全部も ってなくて、わしは行きにくいと先生が一一おわれたのが詑穏にあるのですが。
たしか、もうつぶすということになっていたか、空家になってから
ゃったか、寄付金が一
000
万か侍かまだ残っておって、先生、一守口い
にくいなと一言う おられた記憶が。
赤堀
そういうこともあったね。あれば、高分子学科のできたとき
です。理学部の移転が重なってい で ょうか。あのときは水につかってね。芝
そうですね。高分子学科はおっしゃるように新設になって、拡
張計踊が進ん いたところへ、あの洪水が来たから、
に移転となっ
て、今までの計闘が途中でストップしながら移っ ですね。
赤
堀
はいそうです。そこへ急に化学系学生が噌えた めに、化学
の実験室、右増さなければならなかった。
一時的とはわかっていても教
育はやらなければならないので、あのような無理な一時的増築もやったわけです。
泉
それと先生、これは私、あまり開いたことないのですが、うち
の研究所の研究施設ができるときに、
いったん医学部の定員が児学部
に移っておるわけですね。
一講座。理学部の研究施設として。
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赤
堀
仁、。レー
}V
泉
よその大学ではましてや聞いた
ああいう例はあまり本学でも、
ことはあまりないと思うのですが。
芝
それは蛋白研の話ですか。
のですか。設ができた。その問医学部では大らかにやってもらったということな
泉
いったん医学部から須田研の定員が理学部へ移って、それで施
赤
堀
そうなんだよ。
泉
極めて大らかに。
くるというのは、地方の大学は東大に比べると、非常に不利ですね。
赤堀
ああいうときは、まだあのころは、研究所みたいなものをつ
弱いですね、どうしても。京 の臨用微生物研究所など かなり初めから大きいね。も それでできているのだから。それから、途中で、あれは東洋紡の建物にいるときにロックフェラi財団の研究裂が得られて、これが有力なサポートになったね。蛋白質の研究などはどの程度設要か文部省の役人はわからないのですよ。それをロックフェラー財団からかなりたくさん研究裂が ものですれたのです。から、それでは松当大事な研究だろうとい ので、文部省 認めてく泉
あれから急に設備費が充'突されたのですね。
芝
それは研究所になる前の
ですか。
泉
いや、研究所になってから。
赤堀
なったときですね。
泉
なって、昭和一一一十四年ぐらいやったかと思いますけどね。
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中馬
建物ができたのは。
泉
建物はずっと後です。
ハ年に半分、
半分と。
中馬
ハ年から四十六年まで
O
年ぐらいの問、蛋白研といえ
ば日本中で
番設備が整っておって、非常にうらやましい存在でした
;l'J 
泉
全国で初めての、
一応、完全冷暖房と。
芝
泉さんが、全部設計者や。
泉
いや、何もせんけど、それは非常に恵まれた。
赤
堀
私が学長に推されたのは
十五年ですが、一一一十六年の九月に
第ニ案戸台風がきた。あれはちょうど土曜日の昼だったね。土限臼の昼、天気予報は正午に台風の隠が大阪を通るという。私は、基礎工の人の問題で、府立大学の工学部の人をもらいにいって、帰ってきたのは
時ごろだったのです。そう大した風じゃなかっ
たのです。
いたのは一時ごろだから、もう台風は過ぎたころだろう
と思ったが 外は風が相当強くてうち 帰れない。
しばらく風がやむ
まで待とうと。あそこに恭擦が一つあったから庶務の北氏沼と風がやむまで恭でも打っ 待とうと思っていたのです。わ われ一一人で夢中になってやってい ら、そのそばに立っていた秘書の後藤君が急に、二時ごろかな、先生大変です。水が入ってきました。
というて、それ
で窓をのぞいたら あそこの地聞から水が吹き出しているのですよ。
中篤
あの、松下会館の。
赤
堀
はい、あれがもうできておって、あっちの向いの道の雨、理
学部の方の空地を見ていたら、水がわき出てきて、そうして水がじゃんじゃん流れ、込んでくるわけですね。それで、占めれよ、あれよという簡にいっぱいになってしまっ 、どうにも動けなくなってしまった。しょうがなくて、その晩、泊ったのですね。
泉
私はあのとをは、やばいと思って、早うずらかったのです。そ
れで、あくる日 風がおさまって、先生のお宅へ大丈夫かと思ってちょっとおうか したら、奥 んが出てくるなり まあ、タベはご苦労様 して、 ちの、主人もまだ帰っておりません でと言わて、私はきのうずらかって、日アう帰っていたというわけにもいかずに(笑い)、
ほうほうのていで、
これはえらいことやと患って大学に行つ
たら水につかっておった。芝
その後藤さんというのは、どなたですか。
赤
堀
秘訴をやっていた人で、後どこかへいって、今またどこか四
思へ転任したようですね。
泉
高知です。
吹田への移転
中篤
そのム口風の話が出ましたので、それではぽっぽウ 吹田移転
の話の方へ移りたいと思います。移転のきっかけにな たのは、先生が総長のときの、今の台風でございますね。赤坂
きっかけは、やはりその台風なのです。
理学部のサイク
Pトロンが水びたしになりまして、もう使えないと
いうのですよ。晦水につかったから。
し
か
中馬教授
し、物理 連中は、どうしてもつくりたいという。
それから医学部も、病院は水びたしでし
ょう。大変だから、あそこでない、どこか水のこないところに行かなければいけない ろうということになった。理学部の移転ということは突は前から考えていまして、理学部の移
転はすぐに相談な
Jm初めたのですけれども、地下一階の人たちは、みん
な移 に賛成なのです ところがニ階、立一階は、水の被害を受けないものだから、
みんな賛成しないのですよね。人間というのは勝手なも
のだなと思って(笑い)。芝
しかし、記録を見ますと、理学部は、意外に早く移転を決めて
おりますね。
赤
堀
理学部が結局、割合平く。
はし
芝
九月じゅうにも移転しようという話がきまりますね。
赤堀
はい、早くきまりました。結局、機械の被害がひどかったし、
サイクロトロンの
A再建に何億とかかる。それから、それをあそこで
建して、また水につかったら、国民に仰と言い訳ができるかと そう
いましてね。それで初めは、理学部の移転は考えたけれども、
工学部のは、あれ
は最初はぼくは考えなかっ 。
そのうちに阿国沼が工学部も移転した
、、し
w
いだした。吹出の土地が、
いい土地があるという話を一番最初
にもってきたの 問問活ですね。
工学部の方に先に話があって、われ
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われの方は工学部を通じて聞いたのです。
しかし、工学部は水につか
っていなかったからね。そう焦眉の急というわけではなかったから。やはりまず、理学部を移さなければいかん ことになった。このときは基漉工はもうできておったかね。芝
スタートしていたはずです。
みよパ、??
泉
基礎工ができたのは一ニ十六年ですからね。
芝
第二室戸台風が一一一十六年九月ですから、もうすでにスタ
i
トし
ていたわけですね。
赤
堀
やはり基礎工ができていたわけですね。
泉
だから余計に話は早く。
芝
それで豊中地誌ということになったのですね。
赤
堀
千里の話が先にくれば、どうなったかわからなかったけれど
も、むしろ理学部もあっちにしようということになったかもしれないけれども、理学部の移転の話の方が、ずっと先に決ま たものだから
ね
芝
そうらしいですね。
赤
場
ちょっと迷うことは迷った ですけれども、基礎工学部だけ
豊中に来てもやはりやりにくいと。具合惑いだろう、取学部 近いころの方がいいので ないかと迷っておったですね。それで全部がいっぺんに移転できるのならいいけれども、基礎工ができたばかりで、またすぐ移転の話は出せないのですね。理学部もほ
とんどその移転が決まりかけたところに、千里の話、が来た だから。
千里で土地な確保するの
番急務だと思ったのですけれども、
番急いだのは、万博が来ることになっていたものですから、万博の方
66 
で先に買われたら とても買えなくなってしまうから、万博が来ることの決まる前に、や り決定しなければ らないと思って、それで、非常
いだのですけれども。
しかし、吹出で土地を賢うことは、われわれには全然できま位んし、
大学などはとても買えないですね。
それとそのときの事務局長は移転
反対だったのです。そんな土地を買う金が出るはずが い
ので
すよ。当時の政府予知ではね。
に文部省の土地購入予算という
のは一億ぐらいしかないから、抜大だけで何十億と、そん ものてんで
にならんといってました。
しかし施設の方では全然不可能という
」とはないのではない
いだしまして、むしろ移転した方がいい
という意見の人がおられまして、それで かく話をもっていったところが、財政投融資というお金を出りる道があるということ ナだけどもそれは、あとで返すのですね。財投の資金を借りるのだから。後で、現在の土地を売るわけですから、売る時期がくれば、相当な、何十億というお金になる だから、それで返せば い いうことなのですけれども 当時 規則では財政投融資と う資金 、大与の用地を買うために使う とはでき かったのですね。それを の きの
の好意的な計らいで、臨時立法のような形で、それを可能に
してくれた。
芝
では阪大のためだけに。
赤
堀
そのときはそうだつた。後でどうなったか知りませんが。
何か大蔵省の予算 通し方というのは、
ジャーナリズムで取りあげ
られているような問題は、議会でとことんまで議論するでしょう。ところが、そのほかにたくさんの法案があるんだ。十把一からげのもの。そいつを最後の時間切れのときにまとめて出すと案外簡単に通るとか。そういうふうにし 、ぼくらはあまり知らないうちに、二
O
憶すっと
通ったんだね。ああ、助かった(笑い)。けですね。
中罵
査{同研などは、新築して一
O
年そこそこぐらいで移転したわ
赤
堀
仁、。レト、し
V
中篤
加に問題になりまぜんでしたか。そんなに平く移転すること
はいかんとか、何とかです。 赤繍
あれは、
一O年使つてないんじゃないか。
泉
いや、
O年です。移転の申請をしたときは八年目ぐらいから
赤堀
ただ、歯学部ができて、研究室が非常に狭かったですね。そ
れから医学部もそんなので、栄養などがふえたし、それで医学部も研究室が狭くなった。とにかく名目は、医学部、歯学部の研究用に使うということで、大体わかったですからね。
中馬
現にそうなっておりまずから、ふーは。
泉
あれはあまり抵抗がなかったような気がしますね。
赤
堀
そうですね。ところが、土地が買えるということになってか
ら、文部省は移転に積極的に賛成しまし ね。
中篤
大体、予定をしていた時間がきまし ので、この際、ぜひ
録に残しておきたいというご
あるいはぜひ記録に残しておきた
いことで、赤期先生にお偶いしたいということがございましたら、最後にお願いいたします。
泉
私、先生から実際に聞いたことで、残しておいてもらったらど
うかなと思うので、差しっかえなかったら。終戦直後の
G
狂
Q
に、非
常に哀島先生が体を張って。
赤
堀
終戦直後じゃないんだ。戦争の末期だ。戦争の末期で、
配偶将校がおったでしょう。一政問な大佐がおりまして、
まだ、甲子闘
に阪大の運動場があった時代です。
芝
ぼくらのときの配属将校です。
赤
堀
それが附子閣で寧事教練をやったんだ。そのときに、何かで
教官の会で集まって、真島先生が、あれはだから総長だったかな。
中馬
-守戸、
-MO
午、汽ノ吋、
Ja
ノ
われわれの学生のときの総長でした。
赤
堀
そのときに、 の大佐も出席して軍事教練の時間をもっとふ
やしてくれなければ困ると強硬な申し入れをしたのですね そのときに真烏先生がその大佐をどなりつけたのです。骨相は軍事教練のことやはかりを考えている。大学というところはそんなことできない 、とにかく激しい
でしかりつけまして、そのころは、軍部オ!ルマイテ
ィで、うっかり軍部に反対したら、すぐに密兵 間引っ張っていかれるという時代だ た。だから心配したんです。ああいう強硬て。でも、それっき その大佐は引っ込 しまった。あ ときはびっくりしたし、心艶もした。
惹
一週間に一回ですみました(笑い)。
そのおかげでわれわれ、
赤堀
それからおもしろかったのは、終戦産後、女子教育、女子も
のザコ
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平等に扱かわなければいかんということで、阪大では終戦直後に女子を入学させている。理学部に一一一人ぐらい入ったことがあるのですね。
... や司.z 
そうでしたね。
赤
堀
それで、
GEQ
の大阪の司令官みたいな人が、えらく喜んで
ね。いっぺんその 生を連れてこいというのですよ。うかは、
芝
女子学生を。
赤堀
はい、女子学生です。
芝
GHQ
の詰所に。
赤
場
GHQ
に。
よく入ったとかほめたのかな。何かくれたのかど
の繁人が座っていまして、前に一一一ついすが置いてありまして、そこに
はっきり覚えてないけど。 うしたら、こういうところにそ
女子学生がご一人おり ずから、どうぞおかけなさいということで ぼくは後ろの方で立たされたのです(笑い)
そのとき、どこかの高等学校で共学に反対した学校がありまして、
その校長はいっぺんに首にされ し った。ね
芝
それは先生の総長のときではなしに、理学部長のときでしょ
赤坂
理学部長だったでしょう。それは戦争の済んだ直後だからね。
芝
そうですね。
中馬
真島先生が総長のころですね。
赤
堀
そうそう、真島先生が総長のときですね。
終戦のとき、教育使節聞というのが日本に来たな。
芝
ロジャ
i
・アダムスなどが来たときですね。
赤
堀
戸ジャ!・アダムスが鴎長で、私が大阪駅に迎え
そうそう、
68 
に行ったのです。
-る4・克己
やはりあの使節聞が来たことで、新制に移ることがかなりアク
セレレイトされ でしょうね。赤沼
そうでしょうね。
芝彼らの使節聞が恐らく報告したわけですね。
サジェスションを。
赤
坂
はい、どういうことになったか、今村先生が会いました。
水
野
~十
年
月ですか。
赤
堀
それから
ゾコ
い落としたことは、教職適格帯査委員会
というのがありましたね。
ム中罵
ハ
l
ジですね。
赤
堀
あれは弱りましたよ。本当に弱ったのは、自分たちで自分を
審査しろというあれですね。教職適格稼査委員会というものを理学部と医学部と別々につくって、
工学部は
でやって、各学部ごとに
やって、理学部、産研はまだ きたばかりだから、産研と理学部は一絡に れ いうこ で
絡にやった。
また運窓く、私が恕学部長をやっていたときで、
ついでだからおま
え委員長やれと。それで、みんな同僚を裁くようなことになりまして、多少はみんな、戦争に協力したことがあるのです 。や ま
マコ
たら、みんな首にさ る危険性がある。大体、翠部や戦争に協力した人はやめろということですね ういう
GHQ
指令を正確にそのとお
り遵法する方針なのか、あるいはそう 圧力をでき だけ最小限とどめるように訪戦ずるのがいいのか、教授だけの秘密会を聞い
それで謀本方針を相談したのですよ。そうしたら、ある教授が、それはやはり、正確にマッカ!サ
i指令に従わなければいけないという、
それをぼくは意外だったので、弱ったと思った。そのときぼくがいったのは、私は初めから、できるだけ少なくしようと。
できるなら、そ
れでやめる人な出さないよう したいというのが本心だったから。
ある教授が、やはりマッカlサ
i指令を正直に遵法しなければいけ
な
し、
い出したから、結局、
みんながそうなってしまったのです。
ではそれでやりましょうといってやったのだが、結局はだれも出なかったのです。投票過半数でやめるべきだとい 禁をもらった人はなかっこ?ナ
30
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ソ中
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みんなやめなくていいことにたった。
泉
よかったですね。
中馬
さっき教授だけの秘密会とおっしゃいましたけれども、教授
以外の人も。
赤堀
審査会には事務局も入ったのですよ。学生課長なども入った。
しかし秘密会は教授だけでやった。そういうことを秘密会で言ったのだから、わからないと思ったら、
その数日後にある教授が、
あんなことを言ったのがもう
GHQ
の
方にちゃんと通じてい (笑い)。
もうわかっているから、
そのうちに
引っ張られるよといわれて弱ったですよ。どうなるかと数日間びくびくしていましたよ。
結局、来なかったですね。その先生がおどかしたんだね。人の悪い
やつだ(笑い)。
泉
呉先生は、戦争は負けたか
って、やめて引っ込んでしま
った。
芝
間一八先生、がおやめになったのは、それより随分後ですね。それと
は関係ございませんですね。
赤
堀
はい、一一年近く後ですから、関係ないが、呉さんは浮佼を見
限って隠遁生活をしようとしたのですね。古川
あのとき危なかったのは菊池(正土)先生ゃなかったのですか。
赤堀
菊池先生は、とに く 番危ない方だったね
ο
ぼくだって多
たら、ぼくも少あり、まずから、菊池君、小竹無二雌先生ね、この二人の先生がやめ
にやめなくてはならんと思っていた。
ます。
芝
川以後は全員教授の投票で決まったわけですか。
赤堀
そう投票で、無記名投票で。
中馬
それでは時間も大分過ぎましたので、これで終りたいと思いどうも有難うございました。
(文江
紀婆編集委員会)
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